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407　　　　 rrp 合併妊娠 に お ける胎児 血1小板減少

症 の 危険 因子
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Difluoromethyl 　ornithine （DFMO ＞の 胎 児発 育 へ の

影響
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匚目的］胎児血小板減少症　（PIT； Passive　 immune

thrombocytopenia ： 1（］1，」、 板 10万！mm 朱 満）の 発症 に対

す る母体 ITP治療 内容 の 影響 を調 べ 、さらにprr発

症予 知の た め の 危険因子を把握す る こ とを 目的 と

した 。

［方法］ ffP合併竏婦51症例（双胎2例 を含む）と瓢生

児53 症例 を対 象 と した 。 母体 治 療 の 内 訳 はγ
一

globul　in大 量療法 、副腎 皮 質ス テ ロ イ ド治療 、　 rflL小

板輸血 、妊娠前脾臓摘出術お よ び無治療 と した 。

母体血 小板数、母体PAIgG 値お よ び母体血清抗im小

板抗体の 有無 と新生児血小板数 とを比較 した 。 51

症例中 19例 は上 記 i種類の み の 治療 を受け、16例は

2種類以上 の 治療 を受け て い た 。 また、16例 は ITP

に対 して は無治療で あ っ た 。 有意差検定 に は カ イ

ー乗 検定を用い た 。

［成績」P皿 の 発症は 53症例中8例（15，1％ ）で 認めら

れ 、重 症PIT（血 小板数く 5万／mm3 ）の 発症 は 5例（94 ％ ）

で 認 め ら れ た 。 妊 娠前に 脾臓摘出術 を受 け て い た

例（417，57，1％）で は 、非摘 出例（4！46，8．7％）に 比較 して

PTI
’
発症率が有意（p〈 0、01）に高か っ た 。 しか し、　Y −

globulin大量療法dOOg 以上）群（4！23，17．4Cl。）、副腎皮

質ス テ ロ イ ド治療群（4119，21．0％ ）お よ び血小板輸血

群（2／8，25．0％ ）で は P皿 発症率の 有意な差は認め られ

ず 、無 治療群で は Pff の 発症は なか っ た 。
　 PIT 発症

率は 抗血小 板抗体 陽性 群 （418，50．0％ ）で は 陰 性群

（4／29，13．8％ ）よ りも有意（p 〈 0，05）に高率で あ っ た 。

また P皿 発 症既 往の 有無 で は 、既往あ り（313，100％ ）

と既往 な し（1113，7，7％）と の 間に 有意差 （p＜O．Ol）を認

めた Q

［結論］妊娠 前脾臓 摘出術、母体血 中抗血小板抗

体の 陽性お よび PIT発症 の 既 往は 、胎 児 prr 発症 の

危険因子で あ る こ とが明 らか に され た 。

［目的1 細胞増殖 と密接 な関係を有するポ リア ミ

ン 合成 の 律速酵素 ， オ ル ニ チ ン 脱炭酸酵素（ODC ）

活性は細胞増殖の 初発段階で必ず上昇 し，ポ リア

ミ ン が胎児発育過程にお い て 重要な役割を果た し

て い る こ とを報告 して きた．今回，ODC の選択的

阻害剤DFMO を用 い て ポ リア ミ ン代謝を阻害 した

と きの 胎児発育へ の 影響 につ い て 検討 した．　 ［方

法ユウイ ス タ
ー
系 ラ ッ ト妊娠 母体に異な っ た量 の

DFMO を投 与した場合 の 胎児発育 へ の 影響 を調

べ ，IUGR を起 こす量 の DFMO を投与 した妊娠 ラ ッ

トにつ い て検討 した，　 ［成績］ 1 ）妊娠 13 日目か

らの 30mg／日の DFMO 投 与で IUGR 胎仔 を得る こ と

が で きたが ，それ以上 の 量 で は流早産 した． 2 ）

妊娠13 日 目か ら 30mg ノ日DFMO を投 与し た妊娠

ラ ッ トの 妊娠20 日日の 胎仔体重 はDFMO 投与群（D

群）で 3．51 ± O．37g （n
＝94），コ ン トロ ール群（C群）

で 4．01 ± 0．22g （n
＝ 68）（p ＜O．OOI＞と 有意 な減少 を

示 した．D 群 の 母体肝お よび胎仔肝 に お ける ODC

活性の 減少に は 有意差を認め なか っ たが ， 胎盤に

お け る ODC 活性 はD群 で は 5，34士 2．／7　nmol ／h／mg

protein（n
；5），

　 C群で は 4931 ± 11．30　 nmol 〆h〆mg

protein（n ； 5）とD 群で 著明に 減少 して い た ，母体

肝，胎仔肝 お よび胎盤で の DNA 量は D 群で低下傾

向が見られたが ，母体の 肝 グリ コ
ー

ゲ ン 量，蛋 白

量，脂質 ， 血中 ア ミ ノ酸など に は 有意な変化はな

か っ た ．　 ［結論］妊娠ラ ッ トへ の DFMO 投与は胎

児発育を制御するが，IUGR を起こす量の 投与で は

母体環境 へ の 影響が 少なか っ た．一方 ， 胎盤は他

臓器 に 比 し非常 に 高 い ODC 活性 を示 し ， また

DFMO 投 与 よ りODC 活性は著明に低下する こ とか

ら，胎盤で の ポ リア ミ ン代謝は胎児発育に 重 要な

役割 を は た して い る と考え られ た．
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